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■ 要  旨 ■ 

 すでにひび割れが生じている既設構造物へのコンクリート表面含浸材の適用を想定し、幅が 0.2mm程度のひび

割れへ適用したときの、コンクリートの改質効果に関する実験を行った。その結果、模擬ひび割れを導入した供試

体による試験では、シラン系、けい酸塩系とも十分な吸水抑制効果を有していることが確認できた。一方、ひびわれ

が発生している部材から採取した供試体による試験では、模擬ひび割れによる試験結果のような明確な関係は見

られなかったものの、塗布後の撥水状況から、ひび割れ内部においても表面含浸材により改質されていることが確

認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

塗布箇所(例) 
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図-5 部材の形状 
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図-10 ひび割れ部の撥水状況 


